
第４回　実施概要
　テーマ：~夏休み特集第３弾~水路であそぼう！

　実施日：２００６年８月２７日（日）

　時間帯：午前１０：００~午後４：００

　場　所：幕張海浜公園　水路のある遊歩道とその周辺

　天　候：くもり

　参加者：１５名　スタッフ：４名
　　　　　　タイムスケジュール
　　　　９：３０~　現場安全点検
　　　　　１０：００~　受付開始

　　　　　　　　　　　　自由なあそび（午前の部）

　　　　　１２：００~　昼食

　　　　　１３：００~　自由なあそび（午後の部）

　　　　　１５：００~　ミーティング

　　　　　１５：３０~　片付け・撤収開始

　　　　　１６：００　　解散

　　　　　　　★子どもたちとの楽しいあそびの様子を、“まっ白い広場サポーター”がレポートします。

　 今回のあそびのたね

　 　 ー 水の流れていない水路ー

　夏休み最後の日曜、公園内の水路跡（？）に集合

しました。そこでのある男の子(4才)との会話。

　男の子　「 今日はどこであそぶの？ 」

　 私　「 ここから、 自由にあそんでいいよ」

　 男の子　「 じゃあ公園全部で？ 」 　 私「 うん」

　 男の子　「 じゃあ地球も？ 」 　 私「 うん、 いいよ」

　 男の子　「 じゃあ宇宙も？ 」 　 私「 うん！ 」

　 男の子　「 じゃあ、 はなくそは？ 」

　 私　「 ・・・うん?、 いいよ?！ 」

子どもって、上手にあそびのたねを発見しますね。

平成１８年度　　　～子どもたちの自由なあそび場を、子どもも大人もみんなでいっしょにつくろう！～
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水路はビオ ト ー プだった！



　ヤゴのぬけがら発見！
　雨水がたまって“かくれビオトープ”と化し

ていた水路は、なんと水生生物の宝庫でした。

こんなところに、こんなにいろいろ生き物が暮

らしていたなんて、みんなびっくりです。

　おおきなヤゴのぬけがらをみつけて、みんな

ギャーギャー、ぶよぶよして気持ち悪いといい

ながらも、おもしろがって、バケツですくって

いました。大きな完全なぬけがらを見つけた子

は、お持ち帰りにしていました。

マツモムシ？！
　ヤゴの他には、アメンボ、ゲンゴロウやそ

の幼虫、細かい名前もわからない虫などなど。

その中で、なんと水中をバックストロークで

泳ぐマツモムシが！？実に不思議な動きをし

ています。背中に卵を背負って泳いでいるコ

オイムシも発見！こんなところに密かに生息

しているとは。

　水面の上では、鮮やかな赤や青、黄のしっ

ぽのトンボたちがたくさん、飛び回っていま

した。公園のトンボはここで生まれてたのか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャングルブックだ
　一方、岩やレンガでしっ

かりつくってある水路は、

水が流れてなくても、探検

気分にぴったりの舞台。子

どもたちは、岩を飛び移っ

たり、壁によじ登ったり、

背景はヤシの木だから、す

っかりジャングル気分！

　設計者は、こんなあそび

に使われるとは思っていな

かったかも。私たちも、落

ちないように、子どもたち

をしっかり見守ります。

　



原始人ごっこ
　ジャングル舞台で、原始人の血が騒ぎ

だし、子どもたちははだしになって、た

たきによじのぼりだしました。上の方で

は、これまた雨水がたまっているところ

に小さな生き物をみつけました。みんな

で救助活動だ~と称して、原始人のうた

を歌うたいながらバケツやビニール袋で

水を運んでくるあそびがはじまりました。

　そのとき、「ぎゃー！へびがいる~」

と大きな叫び声が！

お昼寝中のかわいいアオダイショウ
　みんながびっくりして集まってみると、なんとそ

れは、石垣の間にぴったりとはりついているヘビで

した。とっても小さいので、この春生まれた子ども

のアオダイショウでは？すっかり保護色になってい

るから、見つからないと思っていたのでしょうけど、

子どもたちが夢中になって追いかけ始め、とうとう

捕まえられてしまいました。

　捕まえてみて、みんなでヘビの顔をしげしげ

みながら、「かわいいね~」、「えらが張ってい

ないタイプだから、毒ヘビでないよね。」とじ

っくり観察。

　水をかけられたり、つかまったりして、とっ

ても怖い思いをしたヘビの子どもは、離してや

ると、「人間てこわいよ~」とでもいうように、

大急ぎでかべをよじ上って逃げていきました。

なおも追いかける子どもたち 、逃げるヘビ 。



ロッククライミングだ
　水路沿いの壁は、子ども

たちの「のぼりたい！」と

いう欲求をそそるのか、み

んなよじ上ります。そのう

ちに、壁をつたって、落ち

ないように、終点までたど

りつく競争に挑戦をしてい

た男の子たちもいました。

　小さなロッククライミン

グ場としても、スリル満点

で、意外な壁の楽しみが発

見です。

水路の終点に到着
　水路の終点でも雨水がたまっていて、水生生物がた

くさん住んでいました。深い溝の部分では、なんとア

カガエルのおたまじゃく（足が生える途中）も発見。

そういえばアカガエルも希少種です。いったいどうや

ってここに来たのか？

　あとは、ナンキンハゼの木の葉や雑草で葉笛に挑戦

もしたりしましたが、なかなかうまく吹けません。

次回は、草笛名人に登場願おうと思います。

　さて、はだしで歩いてた原始人ごっこは、公園中を

はだしで歩くことに発展。スクラムを組みながら、公

園をはだしで練り歩いていました。途中、遊具をみつ

けてしばらく遊んでいました。

　最後に、水路のそばのナンキンハゼの実とねんどで

原始人人形をつくっていました。

今回あそびのたねから生まれたもの

・ 水生生物などのかんさつ

・ ロ ッ ク ク ラ イ ミ ン グ

・ 原始人ごっこ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 などなど
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まとめ
　水路は水が流れてなくっても、密か

に楽しい場所だということを、子ども

たちとあそびながら発見できたと思い

ます。子どもたちの発想も楽しい。

　ちょっとした水がまりがあれば、生

き物も暮しはじめる。ヤゴがいて、カ

エルがいて、ヘビもいて、ちゃんと人

工の公園に生態系ができるんですね。

　


